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▲総合防災情報システム（Ｚシステム）が稼働する防災指令室

　市では、昭和５６年以前に建築された木造住宅を対象に無料耐震相談を実

施します。

○と　き　２月２３日（土）午前９時３０分～午後４時（時間予約制）

○ところ　市公民館２階講座室

○相談員　神奈川県建築士事務所協会座間支部会員

○持ち物　確認申請書などの図面（略図でも可）、建物の状況が分かる写

　真など

○申込方法　２月２０日（水）までに電話で担当へ

※次回の相談は、６月に北地区文化センターで予定しています。

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５２）７３９６ 5０４６（２５２）０２２０
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テ
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テ
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市
で
は
、
大
地
震
発
生
か
ら
最

短
約
三
分
で
、
市
内
各
地
の
被
害

を
予
測
で
き
る
「
総
合
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
阪
神
大
震
災
に
お

い
て
、
被
害
状
況
の
把
握
に
か
な

り
の
時
間
が
か
か
り
、
応
援
要
請

や
交
通
規
制
な
ど
初
動
対
応
が
遅

れ
た
こ
と
か
ら
開
発
し
た
も
の
で

す
。

　

通
称
「
Ｚ
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ば

れ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
東
海
地

震
や
県
西
部
地
震
な
ど
、
市
内
に

被
害
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
大

地
震
に
備
え
た
も
の
で
、
家
屋
の

倒
壊
や
延
焼
、
地
盤
の
液
状
化
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
地
点
の

地
震
や
気
象
観
測
計
な
ど
の
デ
ー

タ
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
回
線
を
通
じ

て
集
め
、
二
十
四
時
間
稼
働
す
る

市
役
所
防
災
指
令
室
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
瞬
時
に
分
析
す
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
後
、
分
析
し
た
デ
ー
タ
を

基
に
市
災
害
対
策
本
部
が
、
市
民

の
避
難
誘
導
や
人
員
の
配
置
、
救

援
物
資
の
供
給
な
ど
に
つ
い
て
の

判
断
資
料
と
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
市
職
員
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
被
害
現
場
の
様
子
を

電
送
し
、
同
本
部
が
そ
の
画
像
か

ら
具
体
的
な
指
示
を
出
す
こ
と
も

可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
迅
速
な

情
報
提
供
と
二
次
災
害
防
止
へ
の

活
用
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

防
災
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
３
９
５

5
０
４
６
（
２
５
２
）
７
７
７
３

▼現場の様子を伝える携帯型画像
伝送装置

　「防災とボランティア週間」は、防災意識の普及啓発をはじめ、市民
の皆さんが、災害時におけるボランティア活動や自主的な活動について
の認識を深めるとともに、災害への備えの充実強化を図ることを目的と
しています。
　市では、この週間に合わせて、阪神大震災の災害写真などを展示しま
す。
○と　き　１月１６日（水）～２１日（月）午前８時３０分～午後５時（土曜 
　・日曜日を除く）
○ところ　市役所１階市民ホール
○内　容　阪神大震災の災害写真パネル展示、防災資機材などの展示、
　阪神大震災のビデオ放映
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災課
　 　　　　　　　　　　　　　　　　 1０４６（２５２）７３９５ 5０４６（２５２）７７７３

木造住宅無料耐震相談�木造住宅無料耐震相談�木造住宅無料耐震相談�
1月15日～21日�

防災とボランティア週間防災とボランティア週間�防災とボランティア週間防災とボランティア週間�防災とボランティア週間�
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  ZAMA
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
は
利

用
の
際
に
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、住
所
、電
話
番
号
、
電
子
メ 

ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な

ど
の
個
人
情
報
を
入
力
し
て
発
信

　

Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）の
急
速
な
進
歩
と
利
用
拡
大
に
伴
い
、
ハ
イ

テ
ク
犯
罪
や
利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
急
増
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
歴
が
浅

い
方
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て
の
知
識
の
な
い
方
だ
け
が
巻
き
込
ま

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
は
済
ま
さ

れ
な
い
Ｉ
Ｔ
悪
用
商
法
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
の
落
と
し
穴
。
イ
ン
タ 

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
際
に
、
自
分
自
身
を
守
る
主
な
注
意

点
を
紹
介
し
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

市
民
生
活
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）８
２
１
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　
　
　
　
　
　
　

市
民
情
報
課　

1
０
４
６（
２
５
２
）８
３
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5
０
４
６（
２
５
５
）３
５
５
０

　

常
に
気
付
く
。

　

対
策
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
何
よ
り

も
不
審
な
サ
イ
ト
に
は
近
寄
ら
な

い
こ
と
が
肝
心
で
す
。

●
画
面
上
に
作
成
さ
れ
た
見
知
ら

　

ぬ
ア
イ
コ
ン
を
不
用
意
に
ク
リ

　

ッ
ク
し
な
い
。

●
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
の
設
定
を
時

　

々
確
認
し
、
不
審
な
も
の
が
あ

　

れ
ば
削
除
す
る
。

●
接
続
時
の
画
面
の
電
話
番
号
な

　

ど
が
、
設
定
し
た
番
号
と
異
な

　

っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

●
国
際
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
を

　

使
用
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
通

　

信
業
者
に
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
を

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
て
し
ま
い
、

法
的
手
段
に
訴
え
る
場
合
に
は
、

「
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
」
こ
と
を

証
拠
や
資
料
に
よ
っ
て
説
明
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
証
拠

が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
の
で
、

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
状
況
を
説
明

す
る
た
め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
す
べ
て
保
存
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

す
る
よ
う
求
め
て
く
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
に
応
じ
て
個
人
情

報
を
発
信
す
る
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ 

ー
ジ
の
信
頼
性
、
個
人
情
報
の
使

用
方
法
な
ど
を
十
分
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
不

確
実
な
要
素
が
あ
る
場
合
に
は
、

送
信
し
な
い
こ
と
が
賢
明
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
す
る
場
合
に
も
、
悪
意
を

持
っ
た
第
三
者
に
利
用
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
内
容
を
十
分
考
慮
し
ま

し
ょ
う
。

　

電
子
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
い

る
フ
ァ
イ
ル
を
開
い
た
り
、
電
子

メ
ー
ル
自
体
の
プ
レ
ビ
ュ
ー
を
す

る
こ
と
で
感
染
し
、
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
の
ア
ド
レ
ス
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
相
手
に
勝
手
に
メ
ー
ル
を
送

っ
た
り
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
内
の

フ
ァ
イ
ル
を
破
壊
し
た
り
す
る
な

ど
、
そ
の
種
類
は
ば
く
大
な
数
に

な
り
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ

ィ
ル
ス
は
、
既
存
の
ワ
ク
チ
ン
ソ

フ
ト
で
駆
除
で
き
ま
す
が
、
不
審

な
メ
ー
ル
は
削
除
す
る
、
プ
レ
ビ

ュ
ー
し
な
い
設
定
に
す
る
な
ど
の

対
策
が
必
要
で
す
。

　

他
人
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を

利
用
し
た
「
な
り
す
ま
し
犯
罪
」

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
さ
れ
、

電
子
メ
ー
ル
を
読
ま
れ
た
り
、
実

際
の
利
用
料
金
以
上
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
を
請
求
さ
れ
た
り

す
る
事
例
も
多
数
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
署
名
や
印

鑑
と
同
じ
で
、
個
人
を
認
証
す
る

も
っ
と
も
重
要
な
情
報
で
す
。
会

社
、
学
校
な
ど
顔
見
知
り
ば
か
り

の
環
境
で
も
、
他
人
に
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
を
知
ら
れ
な
い
配
慮
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
パ
ス
ワ
ー
ド

に
は
、
名
前
、
生
年
月
日
、
ニ
ッ

ク
ネ
ー
ム
な
ど
を
使
わ
ず
に
他
人

が
想
像
し
に
く
い
も
の
を
使
用
し
、

と
き
に
は
変
更
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。

　

「
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落

札
し
、
代
金
を
振
り
込
ん
だ
が
品

物
が
届
か
な
い
」
「
掲
示
板
で
購

入
を
申
し
込
み
、
代
金
を
振
り
込

ん
だ
が
商
品
が
届
か
な
い
。
相
手

方
と
連
絡
が
取
れ
な
い
」
な
ど
の

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
商
品
購
入
は
、

便
利
な
反
面
正
し
く
利
用
し
な
い

と
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
シ
ス
テ
ム
を
悪
用
し
て
も
う
け

よ
う
と
考
え
て
い
る
者
も
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
便

利
さ
の
裏
に
潜
む
危
険
性
を
忘
れ

ず
、
次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

●
相
手
の
振
込
先
、
名
前
、
メ
ー

　

ル
ア
ド
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
自

　

宅
の
住
所
・
電
話
番
号
な
ど
、

　

身
元
を
し
っ
か
り
確
認
す
る
。

●
代
金
先
払
い
の
取
引
は
要
注
意
。

　

商
品
を
受
け
取
っ
て
か
ら
振
り

　

込
む
方
法
が
選
べ
る
か
交
渉
す

　

る
。

●
不
審
な
点
や
納
得
で
き
な
い
点

　

が
あ
れ
ば
取
引
し
な
い
。

●
申
し
込
み
時
の
パ
ソ
コ
ン
画
面
、

　

メ
ー
ル
な
ど
を
保
存
し
て
お
く
。

●
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
第
三

　

者
企
業
に
よ
る
集
金
配
送
サ
ー

　

ビ
ス
）
の
利
用
も
検
討
す
る
。

　

ク
セ
ス
し
た
際
、
「
簡
単
接
続

　

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
な
ど
の
表

　

示
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
国
際

　

電
話
な
ど
に
接
続
す
る
ソ
フ
ト

　

の
ア
イ
コ
ン
が
自
動
的
に
作
成

　

さ
れ
る
。

②
作
成
さ
れ
た
ア
イ
コ
ン
を
ク
リ

　

ッ
ク
し
、
新
設
の
ダ
イ
ヤ
ル
ア

　

ッ
プ
設
定
が
さ
れ
る
。

③
通
信
中
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

　

線
が
切
断
さ
れ
、
自
動
的
に
国

　

際
電
話
な
ど
に
接
続
さ
れ
る
。

④
こ
の
時
、　
「
国
際
電
話
に
接
続

　

さ
れ
ま
す
」
な
ど
の
警
告
が
表

　

示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ

　

の
警
告
も
一
瞬
の
も
の
で
、
後

　

日
請
求
書
が
届
い
て
初
め
て
異

●
国
際
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の

　

接
続
を
警
告
す
る
ソ
フ
ト
を
利

　

用
す
る
。

と
い
う
事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

多
く
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
に
よ 

っ
て
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

①
ア
ダ
ル
ト
系
サ
イ
ト
な
ど
に
ア

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
中
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
国
際
電
話
や

ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の
回
線
に
接
続
さ

れ
、
後
日
高
額
の
請
求
を
さ
れ
た

簡
単
に
流
さ
な
い
で
！

個
人
情
報

ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
の
命
！

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

え
っ
、わ
た
し
が
発
信
し
て
た
の
・・・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、商
品
購
入

も
し
も
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
た
ら
・
・
・

法
的
対
応
の
た
め
に

請
求
さ
れ
な
い
心
掛
け
が

大
事
で
す
！

国
際
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２

あ
な
た
の
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す

あ
な
た
の
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す�

S
T
O
P

S
T
O
P
！！！！
I
T
I
T
悪
用
悪
用
商
法
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪

商
法
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪�

あ
な
た
の
身
を
守
る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す�

S
T
O
P
！！
I
T
悪
用
商
法
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪�

　

求
め
る
。
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  ZAMA

　

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六
日
、

世
界
的
至
宝
で
千
三
百
年
の
歴
史

を
持
つ
日
本
最
古
の
壁
画
「
法
隆

寺
金
堂
の
壁
画
」
が
焼
失
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
二
度
と
火
災
な
ど
で

貴
重
な
文
化
財
を
失
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
一
月
二
十
六
日
を
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め
、
毎
年

こ
の
日
を
中
心
に
全
国
的
な
文
化

財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
内
に
も
国
や
市
指
定
の
文
化

財
を
は
じ
め
、
後
世
に
残
す
べ
き

文
化
遺
産
が
数
多
く
あ
り
、
そ
の

多
く
は
木
や
紙
、
布
な
ど
燃
え
や

す
い
素
材
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
こ
の
季
節
、
所
有
者
や
管
理

者
は
も
ち
ろ
ん
、
周
辺
の
皆
さ
ん

も
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

担
当　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

1
０
４
６
（
２
５
６
）
２
２
１
１

5
０
４
６
（
２
５
６
）
２
２
１
５

　
　
　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
７
６

5
０
４
６
（
２
５
２
）
４
３
１
１

県
統
計
大
会
で�

統
計
調
査
の
功
労
者
を
表
彰�

県
統
計
大
会
で�

統
計
調
査
の
功
労
者
を
表
彰�

　

昨
年
十
一
月
二
十
二
日
、
県
立

か
な
が
わ
労
働
プ
ラ
ザ（
横
浜
市
）

で
「
第
五
十
一
回
神
奈
川
県
統
計

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
統
計
思
想
の
普
及

や
啓
発
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

各
省
庁
や
県
が
実
施
し
て
い
る
統

計
調
査
に
功
績
の
あ
っ
た
方
が
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
市
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

○
神
奈
川
県
知
事
表
彰　

統
計
調

査
員　

小
池
芳
子
さ
ん
（
相
模
が

丘
六
丁
目
）、
瀬
長
昌
子
さ
ん（
東

原
三
丁
目
）

担
当　
　
　
　
　
　

企
画
政
策
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
３
７
９

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

消
費
生
活

消
費
生
活�

モ
ニ
タ
ー
募
集

モ
ニ
タ
ー
募
集�

消
費
生
活

消
費
生
活�

モ
ニ
タ
ー
募
集

モ
ニ
タ
ー
募
集�

消
費
生
活�

モ
ニ
タ
ー
募
集�

　

以
上
の
市
内
在
住
者

○
内　

容　

研
修
会
や
講
座
な
ど

　

へ
の
出
席（
年
六
回
程
度
）、
指

　

定
商
品
の
価
格
調
査
、
消
費
生

　

活
に
関
す
る
意
見
の
提
出
ほ
か

○
任　

期　

四
月
一
日
か
ら
一
年

　

間
○
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

　

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
二

　

月
十
五
日
（
金
）
ま
で
に
本
人

　

が
直
接
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　
　

市
民
生
活
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
１
５
８

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

所
得
税
確
定
申
告
相
談
・
説
明
会�

所
得
税
確
定
申
告
相
談
・
説
明
会�

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

年
金
受
給
者
や

　

給
与
所
得
者
の
申
告
・
作

　

成
相
談
＝
二
月
八
日（
金
）、

　

十
二
日（
火
）還
付
申
告
相

　

談
＝
六
日
（
水
）
、
七
日

　
（
木
）い
ず
れ
も
午
前
九
時

　

〜
正　

午
（
午
前
十
一
時

　

ま
で
受
け
付
け
）
、
午
後

　

一
時
〜
四
時
（
午
後
三
時

　

三
十
分
ま
で
受
け
付
け
）

○
と
こ
ろ　

市
役
所
五
階
第

　

一
会
議
室　

○
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
税

　

務
署
個
人
税
第
一
部
門
1

　

０
４
６（
２
６
２
）９
２
４

　

０
※
相
談
者
が
多
数
の
場
合
、

時
間
内
で
も
受
け
付
け
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、

来
場
の
際
に
は
公
共
の
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　
　

市
民
税
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
０
０
７

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

貸し出し事業の�
ご案内�

葬祭具�
貸し出し事業の�
ご案内�

葬祭具�
貸し出し事業の�
ご案内�

　

市
で
は
、
市
民
が
亡
く
な
っ
た

ご
家
庭
に
、
祭
壇
の
貸
し
出
し
・

飾
り
付
け
と
葬
祭
具
付
属
品
の
販

売
を
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
お
よ
び
申
し
込
み
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

○
費　

用　

①
祭
壇
＝
下
表
の
と

　

お
り
②
葬
祭
具
付
属
品
（
ひ
つ

　

ぎ
、
位
は
い
、
骨
つ
ぼ
、線
香
、

　

ろ
う
そ
く
、
香
典
帳
ほ
か
）
＝

　

四
万
六
千
円
程
度

○
申
込
方
法　

直
接
担
当
へ

　

な
お
、
大
和
斎
場
は
備
え
付
け

の
祭
壇
が
あ
る
た
め
、
祭
壇
の
持

ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

次
の
こ
と
は
直
接
寺
院
や
葬
祭
業

者
な
ど
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
僧
り
ょ
の
手
配
▼
会
葬
者
へ
の

返
礼
品
・
礼
状
▼
霊
き
ゅ
う
車
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
▼
司
会
▼
遺
影
▼

そ
の
他
（
花
、
果
物
、盛
り
菓
子
、

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
な
ど
）

　

詳
し
く
は
、
担
当
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

担
当　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
７
１
２
２

5
０
４
６
（
２
５
６
）
３
６
０
０

①給与所得や公的年金などの源泉徴収票（平成１３年分）

年金受給者や給与所得者の申告・作成相談
②社会保険料の年間支払い集計額
③各種控除証明書
④医療費の領収書、補てん金額の分かるもの（医療費のある方）
⑤申告書（届いている方）
①源泉徴収票（平成１３年分）

医療費控除

還付申告相談

②医療費の領収書、補てん金額の分かるもの
①源泉徴収票（平成１３年分）

住宅借り入れ金等特別控除

②登記薄謄本または抄本
③工事請負・売買契約書の写し
④住民票（１月１日以降に発行されたもの）
⑤住宅取得資金に係る借入金の年末残高証明書
⑥増改築などの工事証明書

み
ん
な
の�

広
場�

○
第
五
回
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト
写
真

　

展
▽
と
き
＝
二
月
八
日
（
金
）
〜
十

一
日
（
月
）
午
前
十
時
〜
午
後
六

時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

▽
と
こ
ろ
＝
市
民
文
化
会
館
▽
入

場
料
＝
無
料
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝

ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト
1
０
４
６
（
２

５
５
）１
８
１
７
（
渡
辺
）

○
環
境
影
響
評
価
方
法
書
な
ど
の

　

縦
覧

　

神
奈
川
県
で
は
、
相
模
原
市
が

同
市
麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
に
計

画
し
て
い
る
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
方
法

書
な
ど
を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

▽
と
き
＝
一
月
十
五
日
（
火
）
〜

二
月
二
十
八
日（
木
）▽
と
こ
ろ
＝

神
奈
川
県
・
座
間
市
・
相
模
原
市

の
各
都
市
計
画
課
、
相
模
原
市
相

武
台
出
張
所
・
南
合
同
庁
舎
、
相

模
原
麻
溝
公
園
管
理
事
務
所
、
県

の
各
地
区
行
政
セ
ン
タ
ー
ほ
か
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
県
都
市
計
画
課

1
０
４
５（
２
１
０
）６
１
７
５
、

相
模
原
市
特
定
事
業
対
策
課
1
０

４
２（
７
６
９
）８
２
４
８

○
高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー

　

ル
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水
プ
ー

ル
で
は
、
施
設
点
検
整
備
の
た
め

二
月
四
日（
月
）
〜
十
三
日（
水
）

ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
プ
ー
ル
1
０
４

６
（
２
３
８
）
８
７
８
０
へ
。

○
子
ど
も
自
然
教
室
「
冬
の
図
鑑

　

を
作
る
」

▽
と
き
＝
二
月
十
七
日（
日
）午
前

十
時
〜
午
後
三
時
▽
と
こ
ろ
＝
県

立
宮
ヶ
瀬
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
自
然
の
中
で
不
思
議
な
も

の
を
探
し
て
自
分
だ
け
の
図
鑑
を

作
る
▽
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
▽
定
員
＝
三
十
人
（
多

数
抽
選
）▽
参
加
費
＝
三
百
円（
保

険
代
）
▽
申
込
方
法
＝
往
復
は
が

き
に
行
事
名
、
参
加
者
全
員
の
氏

○
か
な
が
わ
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
イ

　

ベ
ン
ト
情
報

①
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
流「
書
初
め
」

▽
と
き
＝
一
月
三
十
一
日（
木
）ま

で
②
富
士
写
真
作
家
協
会
「
富
士

秀
景
」
写
真
展
、
写
楽
会
「
四
季

の
花
」
写
真
展
、萩
原
彰
広「
墨
で

描
く�
バ
レ
エ
�」
水
墨
画
展
▽
と

き
＝
二
月
三
日（
日
）ま
で
﹇
①
②

共
通
事
項
﹈
▽
と
こ
ろ
＝
か
な
が

わ
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
相
模
原
市

麻
溝
台
一
八
八
九
）
▽
入
場
＝
自

由
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同
ハ
ウ
ス

1
０
４
２（
７
７
８
）６
８
１
６

○
大
和
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
十
三
年
分
法
定
調
書
の
提

出
期
限
は
、
一
月
三
十
一
日（
木
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
間

際
に
な
る
と
窓
口
が
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
期
提
出
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
な
お
、
法
定
調
書
は
磁
気

テ
ー
プ
ま
た
は
磁
気
デ
ィ
ス
ク
で

も
提
出
が
可
能
で
す
が
、
所
定
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
税
務
署
個
人
課

税
第
一
部
門（
資
料
情
報
担
当
）1

０
４
６（
２
６
２
）９
２
４
５
へ
。

○
看
護
技
術
実
技
演
習

▽
と
き
＝
二
月
二
十
一
日（
木
）午

前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
▽
と

こ
ろ
＝
神
奈
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
▽
内
容
＝
訪
問
看
護
に
役
立
つ

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
と

技
術
▽
対
象
＝
県
内
在
住
で
六
十

歳
未
満
の
看
護
職
者
▽
定
員
＝
五

十
人（
多
数
抽
選
）▽
費
用
＝
二
千

円（
資
料
代
）▽
申
込
方
法
＝
往
復

は
が
き
に
講
習
名（
開
催
日
）、
氏

名
、年
齢
、資
格
、電
話
番
号
、就
労

状
況
を
明
記
の
上
、
一
月
三
十
日

（
水
）必
着
で
〒
２
３
１
¦
０
０
３

７
横
浜
市
中
区
富
士
見
町
三
ノ
一

神
奈
川
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
へ
郵

送
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
同
セ
ン
タ

ー
1
０
４
５（
２
６
３
）２
１
０
１

○
自
殺
予
防
電
話
相
談
「
い
の
ち

　

の
電
話
」
相
談
員
募
集

▽
応
募
資
格
＝
二
十
三
歳
〜
五
十

八
歳
で
、
毎
週
一
回
一
年
間
の
養

成
コ
ー
ス
に
四
月
か
ら
参
加
し
、

認
定
後
電
話
相
談
（
一
回
三
〜
四

時
間
、無
報
酬
）を
月
二
回
で
き
る

方
▽
応
募
期
間
＝
二
月
十
五
日（
金
）

ま
で
（
募
集
要
項
は
八
十
円
切
手

を
同
封
の
上
、
〒
２
４
０
¦
８
６

９
１
横
浜
市
保
土
ヶ
谷
郵
便
局
私

書
箱
三
十
二
号
「
横
浜
い
の
ち
の

電
話
」
事
務
局
ま
で
請
求
）
▽
研

修
費
＝
七
万
円
▽
問
い
合
わ
せ
先

＝
同
事
務
局
1
０
４
５（
３
３
３
）

６
１
６
３

○必要書類一覧

使用料（消費税込み）祭　壇

２１，８４０円１号（５段飾り）

２７，３００円２号（５段飾り）

３２，５５０円３号（４段飾り団地サイズ）

１８，２７０円４号（５段飾り）

※亡くなった方が
次の場合は、使用
料が免除になりま
す。
①７７歳以上の方
②原子爆弾被爆者
③身体障害（児）者
④知的障害（児）者
⑤母子家庭の方
⑥被保護世帯の方

●祭壇使用料●

　

大
和
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
の
相
談
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
相
談
を
ご
希
望
の

方
は
、
下
表
の
書
類
、筆
記
用
具
、

電
卓
、
印
鑑
な
ど
を
、
ま
た
還
付

を
受
け
る
場
合
は
、
本
人
名
義
の

金
融
機
関
の
口
座
番
号
の
控
え
を

　

市
で
は
、
消
費
者
が
日
常
生
活

で
体
験
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
生

活
問
題
に
つ
い
て
、
意
見
・
要
望

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
募
集
人
員　

十
人

○
応
募
資
格　

日
常
、
食
品
な
ど

　

の
買
い
物
を
し
て
い
る
二
十
歳

名
･
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
二
月
二
日（
土
）必
着
で

〒
２
４
３
¦
０
０
１
１
清
川
村
宮

ヶ
瀬
九
四
〇
ノ
一
五
県
立
宮
ヶ
瀬

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
▽
問

い
合
わ
せ
先
＝
同
セ
ン
タ
ー
1
０

４
６
（
２
８
８
）
１
３
７
３
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国民年金保険料の
出張徴収と年金相談

再就職のためのパソコン講座

○と　き　３月２日（土）～４日（月）、

　６日（水）、７日（木）いずれも午

　前９時～午後４時（全５回）

○ところ　海老名市立総合福祉会館（同

　市上郷４７－４－１）

○対　象　再就職を目指すおおむね６０

　歳代前半の市内在住者で、エクセル

　中級程度の表計算ソフトが扱える方

○定　員　２０人（多数抽選）

○受講料　４５００円（テキスト代）

○申込方法　往復はがきの返信面に住

　所、氏名を記入の上、２月８日（必

　着）までに〒２３１－００２６横浜市中区寿

　町１ー４かながわ労働プラザ５階（社）

　神奈川県シルバー人材センター連合

　会あて郵送（募集案内を市役所、職

　業安定所、担当などで配布）

○問い合わせ先　同連合会1０４５（６３３）

　５４３２または担当

担当　　（社）市シルバー人材センター

1０４６（２５４）５３６１ 5０４６（２５１）９２８０

　市内で事業を営んでいる法人・個人

の方は、１月３１日までに償却資産申告

書を提出してください。この申告書に

基づいて減価償却を行い、課税標準額

を決定します。

　「償却資産」とは、土地および家屋

以外の事業の用に供する資産（機械、

備品など）をいいます。

※期限間近になると受け付け窓口が混

雑しますので、早めに申告をお願いし

ます。

※新たに事業を始めた方は、担当へご

連絡ください。

担当　　　　　　　　　　　資産税課

1０４６（２５２）８０４７ 5０４６（２５５）３５５０

○と　き　①１月２２日②２３日③２４日い

　ずれも午前１０時～午後４時（年金相

　談も併設）

○ところ　①相模が丘コミュニティセ

　ンター②東原コミュニティセンター

　③市公民館

担当　　　　　　　　　　国保年金課

1０４６（２５２）７０３５ 5０４６（２５２）７０４３

　市では、この春に高等学校や高等専

門学校に進学を希望する方（市内在住

者）のうち、経済的な理由により進学

が困難な方を対象に、無利子の奨学金

制度を設けています。貸付額は公立１０

万円、私立２０万円以内です。

　詳しくは、各中学校または担当へお

問い合わせください。

担当　　　　　　　教育委員会総務課

1０４６（２５２）８３４７ 5０４６（２５２）４３１１

市内の交通事故件数

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１ 5０４６（２５３）０７８９

サークル会員募集�○と　き　３月３日（日）午前７時２０

　分～７時５０分（受け付け）・午前８

　時３０分（スタート）＜雨天決行＞

○集合場所　市役所ふれあい広場

○部　門　▽第１・第２部＝市内中学

　校在校生男子・女子チーム（各中学

　校単位編成チームで複数参加可）▽

　第３部＝市内在住・在勤・在学者チ 

　ーム▽第４部＝市外チーム（第３・

　第４部のチームは高校生以上で編成）

○距　離　▽第１・第２部＝３区間

　８９７０メートル▽第３・第４部＝６区

　間２４７４０メートル

○申込方法　所定の申込用紙に必要事

　項を記入の上、２月１３日午後５時（必

　着）までに、直接または郵送かファ

　クスで〒２２８－８５６６市役所スポーツ

　課へ

担当　　　　　　　　　　スポーツ課

平成１３年１月１日～１２月２７日

（物件事故を含まず）

負傷者死者件数
１１６５３９４７１３年
１０７７８９１５１２年
＋８８ー５＋３２増減

◆暮らしの実用講座

　万が一に備えて考える

○と　き　１月３０日、２月５日、１３日、

　２６日、３月６日（水）いずれも午前

　１０時～正午（全５回）

○内　容　ワークショップ、災害体験

　（県総合防災センター）、ピッキング

　被害について、避難・消火訓練、多

　重債務・自己破産について

○講　師　消費生活専門相談員　出口

　恵子さん、日本ロックセキュリティ 

　ー協同組合組合員、市消防職員

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２５人（先着順）

○保　育　あり（おやつ代２５０円）

○受講料　無料

○申込方法　１月２５日までに直接また

　は電話かファクスで同館へ

1０４６（２５２）８１７７ 5０４６（２５２）４３１１

償却資産の申告は１月３１日までに

高校進学者を対象に
奨学金を貸し付け

第３６回市駅伝競走大会
出場チーム募集

※１５日（青少年センターは１５日、１６日）

が休館のため、申し込みは１６日（青少

年センターは１７日）からとなります。

市公民館
1０４６（２５５）３１３１ 5０４６（２５２）２７７６

◆おはなしボランティア養成講座

○と　き　１月３１日、２月７日、１４日、

　２８日、３月７日いずれも木曜日午前

　１０時～正午（全５回）

○内　容　読み聞かせと「おはなし会」、

　絵本大好き～子どもの好きな絵本、

　絵本を読んでみましょう、読み聞か

　せと素ばなし、今後の活動について

　～交流会

○講　師　児童図書館研究会会員　佐

　藤千代子さんほか

○対　象　市内在住・在勤者

○定　員　２５人（先着順）

○保　育　あり（おやつ代２５０円）

○受講料　無料

○申込方法　１月２６日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

◆人物でみる近代史講座

○と　き　２月２日、１６日、３月１６日、

　２３日いずれも土曜日午後２時～３時

　３０分（全４回）

○内　容　女性解放の先駆者福田英子、

　社会の底辺を描いた樋口一葉、日露

　戦争に反対した与謝野晶子、「元始、

　女性は太陽」平塚らいてう

○講　師　歴史教育研究家　高橋勝さ

　ん

○対　象　どなたでも

○定　員　３０人（先着順）

○受講料　無料

○申込方法　１月２５日までに直接また

　は電話かファクスで同センターへ

青少年センター
1０４６（２５３）８４１１ 5０４６（２５９）２１６３

◆新春のつどい

○と　き　１月２０日午前９時３０分～午

　後２時３０分

○内　容　おもちつき、ビンゴゲーム、

　ダブルダッチ（２本の縄で跳ぶ縄跳

　び）、ベイブレード大会、模擬店ほか

○入　場　自由

◆ヨーロピアン　ポースレイン・アー

　ト欧風磁器上絵付け

○と　き　１月２７日、２月３日、１０日、

　２４日いずれも午前１０時～正午（全４

　回）

○内　容　白磁器に最初はやさしい基

　礎の花の描き方から始め、欧州アン

　ティーク調高級洋食器の雰囲気を楽

　しみながら、すてきな作品（皿、ピ

　ルケース）を作る

○講　師　グループ・ポー会員・ＪＰ

　ＰＡ会員　小林ひで子さん

○対　象　１３歳～原則３０歳

○定　員　２０人（先着順）

○参加費　３５００円（材料代）

○持ち物　ミニジャムなどの瓶２個、

　エプロン、筆ふき用木綿布４～５枚

○申込方法　１月２２日までに直接また

　は電話で同センターへ

◆（財）市開発公社臨時職員など

○募集人員　若干名

○応募資格　普通自動車運転免許をお

　持ちの健康な方

○業務内容　草刈り、木の枝おろし、

　不法投棄物処理、テニスコートの管

◆障害福祉課臨時職員

○募集人員　１人

○応募資格　精神保健福祉士資格をお

　持ちの原則２５歳～４５歳の健康な方

○業務内容　精神福祉業務に係る精神

　障害者の相談・指導および事務など

○採用期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務日時　月曜～金曜日の午前８時

　３０分～午後５時

○賃　金　経験年数により定める

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、精神保健福

　祉士の免状の写しを添えて１月２５日

　までに本人が直接担当へ

担当　　　　　　　　　　障害福祉課

1０４６（２５２）７１３２ 5０４６（２５６）３６００
◆障害児介助員

○募集人員　若干名

○応募資格　障害児教育に関心のある

　健康な方

○業務内容　市内小・中学校における

　障害児の世話や移動の介助および安

　全の確保など学級担任の補助

○採用期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務日時　月曜～金曜日の午前８時

　３０分～午後２時

○選考方法　面接（面接日＝１月３０日、

　３１日）

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、１月２１日ま

　でに本人が直接担当へ

担当　　　　　　　教育委員会指導室

1０４６（２５２）８７３２ 5０４６（２５２）４３１１

　理など

○採用期間　４月１日～平成１５年３月

　３１日

○勤務日時　月曜～金曜日午前８時３０

　分～午後５時ほか

○賃　金　日額７６５８円

○選考方法　書類審査および面接（面

　接日＝２月２６日予定）

○応募方法　市販の履歴書（写真添付）

　に必要事項を記入の上、１月３１日ま

　でに本人が直接担当へ

担当　（財）市開発公社事務局（管財課

　　　内）

1０４６（２５２）７８０１ 5０４６（２５２）０２２０

◆子育てサークル　ピッコロの会

▽とき＝毎月第１・第３木曜日午前１０

時３０分～１１時３０分▽ところ＝東地区文

化センターおよびその周辺▽内容＝親

子で元気に遊ぶ（外遊びやプール遊び

などもあり）▽対象＝未就園児とその

母親▽会費＝年額３０００円▽連絡先＝1

０４６（２５３）５３９７（飯田）

◆子ども卓球クラブ

▽とき＝毎月第１・第３・第５土曜日

午後１時１５分～３時▽ところ＝青少年

センター▽対象＝小学３年～６年生▽

会費＝月額５００円▽連絡先＝1０４６（２５６）

７０３０（曽根）



担当　市民健康課 　 保健係� 046（252）7225 　 予防・医療係� 046（252）7213 　 リハビリ係　  046(252)7317 046（252）7043保� 予� リ�
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予ツベルクリン反応検査とＢＣＧ接種

保なかよしベビークラス
▽とき＝１月１７日（木）
午前１０時～１１時３０分▽と
ころ＝市民健康センター
▽内容＝新しい友達をつ
くりたい保護者のための
教室です。赤ちゃんと楽
しい遊びをします▽対象
＝３カ月～４カ月児とそ
の保護者▽定員＝３０人▽
持ち物＝母子健康手帳▽
申込方法＝電話予約

対　象と　き内　容

９月１日～１５日生まれ
１月２１日（月）ツベルクリン

１月２３日（水）ＢＣＧ

９月１６日～末日生まれ
１月３０日（水）ツベルクリン

２月１日（金）ＢＣＧ

▽受付時間＝午後１時１５分～２時１５分（時間厳守）▽と
ころ＝市民健康センター▽対象＝生後３カ月～４歳未満
（できるだけ１歳までに完了）
※ツベルクリン反応検査の結果、陰性の場合はＢＣＧを
接種し ､ 陽性の場合は再検査します。

保育児相談

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相
談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

保個別健康相談
▽とき＝２月１２日（火）午前１０時～１０時４５分、１０時４５分
～１１時３０分▽ところ＝市民健康センター▽内容＝健康全
般について栄養士・保健婦が相談に応じます▽持ち物＝
健康手帳（お持ちでない方には当日発行します）▽申込
方法＝電話予約

○と　き　１月２９日（火）午前１０時～午後２時

○ところ　市民健康センター栄養指導室

○内　容　正しく食べてダイエット

○講　師　栄養士

○対　象　４０歳以上で、肥満・高脂血症・高血圧など生活

　習慣病が気になる方やその家族

○定　員　３０人（先着順）

○費　用　２００円（材料代）

○持ち物　エプロン、三角きん、ふきん、筆記用具、健康手帳

　（お持ちでない方には当日発行します）

○申込方法　１月２８日（月）までに電話で担当へ

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３

赤
ち
ゃ
ん�

赤
ち
ゃ
ん�

赤
ち
ゃ
ん�

保赤ちゃん教室
▽とき＝１月２５日（金）午前１０時～１１時３０分▽ところ＝
市民健康センター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、
子どもの発達や予防接種について▽対象＝５カ月～６カ
月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、離乳食用ス
プーン▽申込方法＝電話予約

保１歳児歯っぴいバースデー教室（虫歯予防教室）
▽とき＝２月１４日（木）
午前９時３０分～９時４５分
受け付け▽ところ＝市民
健康センター▽内容＝む
し歯予防について▽対象
＝１歳～１歳１カ月児（第
１子に限る）▽持ち物＝
母子健康手帳、歯ブラシ
▽申込方法＝電話予約

 川地 　未波    ちゃん

か わ ち  み な み

Ｈ１３．２．２８生まれ　女
相武台１丁目

ところ受付時間と　き

市民健康センター午前９時３０分～１０時３０分１月１８日（金）

ところ受付時間と　き
北地区文化センター午前９時３０分～１０時３０分１月２２日（火）

市公民館午後１時３０分～２時３０分１月２２日（火）

市民健康センター午前９時３０分～１０時３０分１月２８日（月）

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけについての
相談▽持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

保成人・老人健康相談 予街頭献血
▽とき＝１月２３日（水）▽ところ＝座間駅前▽受付時間
＝午前１０時～正午、午後１時～３時３０分▽主催＝座間市
食品衛生協会

献血へのご協力ありがとうございます
　１１月４日市民健康まつり、１１月１４日日産京浜サービス
センター（株）､１１月３０日日本電産トーソク（株）で２３４人の
方にご協力いただきました。ありがとうございました。

予救急診療

◆内科・小児科
　受付時間　午前９時～１１時４５分
　　　　　　午後２時～４時４５分
　　　　　　午後７時～９時４５分
　診療場所　休日急患センター
　　　　　　（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）９０９０
◆歯科
　受付時間　午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分
　診療場所　休日急患センター（市民健康センター１階）
　　　　　　1０４６（２５２）８２１７

電　話所在地医療機関名診療月日

1０４６（２５８）２７２８相武台３丁目相武台脳神経外科１月２０日外
科 1０４２（７４８）７１３１相模が丘１丁目入澤クリニック１月２７日

1０４６（２５２）０６２５さがみ野１丁目原産婦人科医院１月２０日婦
人
科 1０４６（２５５）３５４１入谷４丁目金子産婦人科１月２７日

●休日診療 ◆耳鼻咽喉科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時
　診療場所　相模原南メヂカルセンター（相模原市相模大野）
　　　　　　1０４２(７５６)９０００
◆外科・婦人科
　診療時間　午前９時～正午、午後２時～５時

診療時間　（平日）午後７時～１０時、午後１０時以降
　　　　　（休日）午後１０時以降
診療場所　消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９
　　　　　へお問い合せください。

問い合わせ先
消防署　1０４６（２５６）２２１１（２４時間）5０４６（２５１）５２６３（障害者用）
市役所　1０４６（２５５）１１１１（午前８時３０分～午後１０時）
※当番医が変更される場合もありますので、診療時間
も含めて必ず電話で確認してください。　

●夜間診療

 武井 　里紗
た け い

    ちゃん

り さ

Ｈ１３．７．３１生まれ　女
さがみ野１丁目

 松　 　涼司    ちゃん

まつざき りょうじ

Ｈ１３．３．１５. 生まれ　男
栗原中央２丁目

西澤    　歩
にしざわ

   ちゃん

あゆむ

Ｈ１３．２．２７生まれ　男
南栗原４丁目

 代田 　智詩    ちゃん

し ろ た  さ と し

Ｈ１３．１．８生まれ　男
相模が丘３丁目

荒井    　郁香
あ ら い

    ちゃん

ふ み か

Ｈ１３．２．２生まれ　女
さがみ野３丁目

 藤木 　蓮
ふ じ き

   ちゃん

れん

Ｈ１２．１２．１２生まれ　女
広野台１丁目

関口    　虎汰朗
せきぐち

     ちゃん

こ た ろ う

Ｈ１３．７．２生まれ　男
新田宿

保健福祉事務所からのお知らせ　　　問い合わせ先　厚木保健福祉事務所1046(224)1111

専門医による精神保健相談
▽とき＝①２月４日（月）②２０日（水）③２７日（水）④
２８日（木）いずれも午後１時３０分～４時▽ところ＝①②
④厚木保健福祉事務所③総合福祉センター▽内容＝心の
病気の治療や社会復帰などの相談、アルコール・薬物・
シンナーなどの依存症の相談▽申込方法＝電話予約

栄養専門相談
▽とき＝２月５日、１９日いずれも火曜日午前９時３０分～
午後４時▽内容＝病気のある方などの食事相談▽申込方
法＝電話予約

老人性痴ほう相談
▽とき＝２月６日（水）午後１時３０分～４時▽内容＝痴
ほうについての相談▽申込方法＝電話予約

障害児歯科相談
▽とき＝２月７日（木）▽対象＝心身に障害のある６歳
未満の幼児▽申込方法＝電話予約

大人の歯ぐき検診
▽とき＝２月２６日（火）▽対象＝２０歳～３９歳▽内容＝歯

と歯ぐきの健康を保つための検診とブラッシング指導▽
申込方法＝電話予約

子ども整形外科相談
▽とき＝２月２８日（木）午後１時～２時▽対象＝１８歳未
満▽申込方法＝電話予約

思春期講座
▽とき＝①２月１３日（水）午前１０時～正午②２月２０日（水）
午後２時～４時（全２回）▽ところ＝①厚木合同庁舎本
館②厚木合同庁舎別館▽内容＝①１０代の性の問題と対応
②母子関係と子どもの心の成長▽定員＝５０人（先着順）
▽講師＝①産婦人科医師　加藤季子さん②精神科医師　
清水豊さん▽申込方法＝電話予約

住まいと健康セミナー
▽とき＝２月１４日（木）午後１時３０
分～４時▽ところ＝大和市保健福祉
センター▽内容＝基調講演「我が家
のシックハウス体験から」、パネル
ディスカッション▽保育＝あり（要
予約）▽申込方法＝電話で県衛生部
生活衛生課1０４５（２１０）５１７１へ

医師による健康講座�
「肝臓のはたらき」�
医師による健康講座�
「肝臓のはたらき」�

○と　き　１月２５日（金）

　午後１時３０分～３時

○ところ　市民健康センタ

　ー多目的ホール

○対　象　４０歳以上

○定　員　７０人（先着順）

○参加費　無料

○持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ちでない方には

　当日発行します）

○申込方法　１月２４日（木）までに電話で担当へ

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　市民健康課

1０４６（２５２）７２２５ 5０４６（２５２）７０４３
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三
月
十
日
（
日
）
市
民
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
歌
う
た
め
、
市
演
奏
家
連
盟

山
岸
陽
子
さ
ん
の
指
導
に
よ
り

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　市内で継続的に活動しているスポーツサークルの演技発表会「第６回スカイアリー

ナ座間フェア」を開催します。当日は、「みんなで体操」も実施しますので ､皆さん

お誘い合わせの上 ､運動のできる服装でご来館ください。

○と　き　２月１１日（月）午前１０時～午後２時（午前９時３０分開場）

○ところ　市民体育館（スカイアリーナ座間）大体育室

○入場料　無料

○出場サークル　気功の会（気功）、ダンスサークルスマイリィーズ（ダンス）、愛

　（手話ダンス）、Ｔａｆｕ　Ｊｒ（キッズエアロビクス）、歩地＆ハピネス（気功）、

　中村サークル（体操）、ひまわり鳴子隊（鳴子踊り）、近山サークル（体操）、Ｋ

　ａｗａｓａｋｉＲ．Ｓ．Ｇ（新体操）、Ｊ．Ｄ．Ｔ＆Ｅ．Ｄ．Ｔ（ダンス）、直伎

　久会（銭太鼓）、サークルカオス（フォークダンス）、導引養生功（気功）、起勢

　＆拳（太極拳）、ポパイ（エアロビクス）

○主　催　（財）座間市スポーツ・文化振興財団

○協力団体　市体力つくり体操協会

担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民体育館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５５）００７７ 5０４６（２５５）１１８８
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ん
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加
し
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ん
か
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テ
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生
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ん
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生
涯
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フ
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テ
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バ
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参
加
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ま
せ
ん
か
！�

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
は
、
三
月
二
日
（
土
）
か
ら
十
日
（
日
）
ま
で
市
民
文
化
会

館
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
座
間
）
な
ど
を
会
場
に
開
催
す
る
「
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
参
加
者
お

よ
び
作
品
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
と　

き　

二
月
十
九
日
（
火
）

　

午
前
十
時
〜
正
午

○
と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
リ
ハ 

　

ー
サ
ル
室

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
定　

員　

五
十
人
（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

一
月
三
十
一
日（
木
）

　

ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

　

で
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
７
２

5
０
４
６
（
２
５
２
）
４
３
１
１

○
と　

き　

三
月
三
日
（
日
）
①

　

午
前
十
時
三
十
分
〜
十
一
時
三

　

十
分
②
午
後
一
時
三
十
分
〜
二

　

時
三
十
分

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

○
定　

員　

各
二
十
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

二
月
二
十
四
日（
日
）

　

ま
で
に
直
接
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館

1
０
４
６
（
２
５
５
）
１
２
１
１

5
０
４
６
（
２
５
２
）
５
７
０
４

◎
「
ワ
ン
ス
モ
ア
ブ
ッ
ク
ス
フ
ェ

　

ア
」
（
図
書
の
除
籍
、
廃
棄
書

　

籍
な
ど
の
配
布
）
の
補
助

○
と　

き　

①
三
月
二
日（
土
）、

　

三
日
（
日
）
午
前
九
時
三
十
分

　

〜
正
午
②
三
月
二
日
（
土
）
正

　

午
〜
午
後
三
時
三
十
分
③
三
月

　

三
日
（
日
）
正
午
〜
午
後
四
時

○
定　

員　

①
各
二
人
②
二
人
③

　

四
人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

◎
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会

　

会
員
と
と
も
に
リ
サ
イ
ク
ル
作

　

業
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動

○
と　

き　

三
月
六
日
（
水
）
午

　

前
十
時
〜
正
午

○
定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

《
共
通
事
項
》

○
対　

象　

中
学
生
以
上
の
市
内

　

在
住
・
在
勤
者

○
申
込
方
法　

二
月
二
十
四
日（
日
）

　

ま
で
に
直
接
担
当
へ

担
当　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館

1
０
４
６
（
２
５
５
）
１
２
１
１

5
０
４
６
（
２
５
２
）
５
７
０
４

○
題　

「
生
き
が
い
」
「
学
び
」

　

「
と
も
だ
ち
」

○
応
募
規
定　

未
発
表
の
も
の
で
、

　

一
人
各
二
作
品
ま
で

○
作
品
発
表　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

開
催
期
間
中
会
場
に
展
示

○
対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

○
申
込
方
法　

は
が
き
一
枚
に
一

　

作
品
と
し
、
裏
面
に
作
品
を
、

　

表
面
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

　

（
学
生
は
学
年
も
）
を
記
入
の

　

上
、
二
月
五
日
（
火
）
ま
で
に

　

〒
２
２
８
―
８
５
６
６
緑
ヶ
丘

　

一
ノ
一
ノ
一
市
教
育
委
員
会
生

　

涯
学
習
部
生
涯
学
習
課
へ
郵
送

　
（
色
紙
、短
冊
な
ど
の
応
募
可
）

※
応
募
作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
。

担
当　
　
　
　
　
　

生
涯
学
習
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
４
７
２

5
０
４
６
（
２
５
２
）
４
３
１
１

「
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

「
Ｗ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
！
」

Ｚ
Ａ
Ｍ
Ａ
！
」

コ
ー
ラ
ス
参
加
者

コ
ー
ラ
ス
参
加
者

図

書

館

見

学

会

図

書

館

見

学

会

参

加

者

参

加

者

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
者

活
動
参
加
者

俳
句
俳
句
、、
川
柳
、
短
歌
の

川
柳
、
短
歌
の

作
品
作
品

第6回座間カラオケ回座間カラオケ�
　　　　のど自慢大会　　　　のど自慢大会�
第6回座間カラオケ回座間カラオケ�
　　　　のど自慢大会　　　　のど自慢大会�
第6回座間カラオケ�
　　　　のど自慢大会�

第7回ロックインざまコンサート�第7回ロックインざまコンサート�第7回ロックインざまコンサート� 第６回�第６回�

来て！�
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最
近
、
「
生
ご
み
を
台
所
の
流

し
か
ら
下
水
道
へ
流
し
て
も
大
丈

夫
」
な
ど
と
い
う
歌
い
文
句
で
、

デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
（
破
砕
機
）
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
デ 

ィ
ス
ポ
ー
ザ
単
体
で
の
使
用
は
、

下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
流
域
下
水

道
処
理
場
の
負
荷
が
増
大
す
る
こ

と
か
ら
、関
係
自
治
体
と
同
様
に
、

本
市
に
お
い
て
も
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
生
ご
み
を
粉
砕
後
、
排

水
処
理
槽
で
処
理
す
る
デ
ィ
ス
ポ 

ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
シ

ス
テ
ム
の
設
置
を
希
望
す
る
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
市
で
は
「
座
間
市
デ
ィ
ス
ポ 

ー
ザ
排
水
処
理
シ
ス
テ
ム
取
扱
要

綱
」
を
本
年
一
月
一
日
よ
り
施
行

し
、
管
理
体
制
が
整
っ
て
い
る
こ

と
、
認
定
品
を
使
用
す
る
こ
と
な

ど
の
基
準
を
定
め
、
適
切
に
維
持

管
理
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

担
当　
　
　
　
　

下
水
道
管
理
課

1
０
４
６
（
２
５
２
）
８
５
８
７

5
０
４
６
（
２
５
５
）
３
５
５
０

　ロックインざまコンサー
ト実行委員会と市教育委員
会では、青年活動事業の一
環として市内で活動するロ 
ックバンドの発表の場「第
７回ロックインざまコンサ 
ート」を開催します。
○と　き　１月２７日（日）
　午後１時～８時
○ところ　市民文化会館　

　（ハーモニーホール座間）小ホール
○入場料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　 青少年課 1０４６（２５３）８４１５ 5０４６（２５９）２１６３

○と　き　２月３日（日）
　午前９時４５分～午後
　６時
○ところ　市民文化会
　館（ハーモニーホー
　ル座間）大ホール
○審査員　三木たかし
　さんほか
○ゲスト歌手　春日ま
　やさん、前回最優秀賞受賞者
○入場料　無料
○申込方法　当日直接会場へ
担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民文化会館
　　　　　　　　　　　　  1０４６（２５５）１１００ 5０４６（２５２）８７８７
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